
飯能市は、「行政改革」の名のもとに、
増税や負担増、市民サービス切り捨てを
すすめていますが、保守・公明・民主の

議員はなんでも賛成のオール与党体制で
す。日本共産党は増税・負担増に反対し、

市民とともに力を合わせて、下水道料金
値上げ、ゴミの有料化、市立病院の縮小・
廃止などにストップをかけてきました。

市民の相談件数も４年
間で１０００件を超え
ています。市民からの

請願・陳情の紹介も断
然トップです。

日本共産党飯能市委員会は飯能市議選にあたって
政策と予定候補者を発表しました。

●１９５５年生まれ●第一小、飯能西
中ＰＴＡ役員、飯能民主商工会婦人部
長●飯能市議４期、議会運営委員長、
総務常任委員、厚生常任委員●現在：
厚生文教常任委員長、国保運営協議会
委員、介護保険事業計画策定委員

議員定数削減は
市民の声を切り捨てるもの

議員定数削減が継続審議になっています。
議員は、市政のチェック機能、政策提言な
どの役割とともに、市民のすみずみからの
声を市政に届ける役割があります。さらに
削減すれば市民の声の切り捨てにつながる
ことは明らかです。定数を減らして報酬を
上げるなど、とんでもありません。

●１９４８年生まれ●すぎのこ保育園
主任保育士●第一小、西中ＰＴＡ役員、
福祉保育労組埼玉県本部役員など歴任
●飯能市議３期、総務常任委員長、厚
生文教常任委員長歴任●現在：厚生文
教常任委員、西部広域事務組合議員

●１９５５年生まれ●埼玉県職員●埼
玉県職員組合書記次長、飯能日高地域
労連議長など歴任●飯能市議３期、総
務常任委員長、厚生常任委員、西部広
域事務組合議員等歴任●現在：経済建
設常任委員、議会運営委員

●１９５５年生まれ●加治東小ＰＴＡ
会長・飯能市学童保育連協副会長など
歴任●飯能市議２期、総務常任委員長、
厚生文教副委員長歴任●現在：総務常
任委員、都市計画審議会委員、環境審
議会委員

２
期
８
年
間
、
よ
り
良
い
住
環
境
を
目
指
し
、

区
画
整
理
問
題
を
は
じ
め
道
路
整
備
や
下
水
道
問

題
に
全
力
で
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。
岩
沢
南
北
地

区
の
区
画
整
理
事
業
は
見
直
し
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
し
や
す
い
街
づ
く
り
の
た
め
に

学
童
保
育
所
の
整
備
も
進
め
て
き
ま
し
た
。

市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
、
子
ど
も
も
お
年
よ

り
も
安
心
・
安
全
に
住
み
続
け
ら
れ
る
街
づ
く
り

を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
進
め
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
、
３
期
12
年

元
気
に
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
街
の

中
を
自
転
車
で
走
り
回
り
、
子
育
て
世
帯
の
深
刻
な

状
況
や
、
介
護
の
悩
み
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

不
安
の
声
、
不
況
に
よ
る
商
店
街
の
要
望
な
ど
、
切

実
な
願
い
を
議
会
に
届
け
て
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

き
ま
し
た
。
不
況
の
深
刻
さ
が
増
す
中
、
市
民
生
活

を
守
る
た
め
に
引
き
続
き
力
を
尽
く
し
ま
す
。

私
は
４
期
16
年
、
「
身
近
な
相
談
相
手
」
を
信

条
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

子
育
て
や
両
親
の
介

護
を
通
し
て
「
子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
の
願
い
」

を
、
ま
た
、
長
引
く
不
況
の
中
で
が
ん
ば
る
業
者

の
皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
届
け
て
き
ま
し
た
。

特
に
今
、
深
刻
な
不
況
に
政
治
が
迅
速
に
対
応

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活
困
窮
者

へ
の
支
援
に
全
力
を
あ
げ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

２００９年

１月号外

み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
、
３
期
12
年
間
が
ん
ば

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
こ
の
間
、
相
つ
ぐ
増

税
と
負
担
増
の
な
か
で
、
市
民
の
く
ら
し
や
営
業
を

守
る
こ
と
、
ま
た
市
立
病
院
の
縮
小
・
廃
止
、
給
食

の
民
間
委
託
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
を
許
さ

な
い
運
動
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
市
民

の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
市
政
を
住
民
本
位

に
変
え
る
た
め
に
、
引
き
続
き
全
力
を
あ
げ
ま
す
。
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61%

65%

61%

子ども医療費対象年齢拡大

高齢者福祉の充実望む

生活が苦しい

飯能市政に不満

ガ
ソ
リ
ン
・
原
材
料
高
騰
に
苦

し
む
中
小
業
者
の
経
営
の
支
援
を
、

飯
能
市
に
要
請
。
融
資
枠
を
一
〇

〇
〇
万
円
か
ら
一
二
五
〇
万
円
に

拡
大
と
金
利
の
引
き
下
げ
、
返
済

期
間
の
延
長
、
公
共
事
業
の
物
価

ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
実
現
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
深
刻
な
不
況
か
ら
市

民
生
活
を
守
る
た
め
に
、
貸
し
渋

り
対
策
や
利
子
補
給
な
ど
を
求
め

ま
し
た
。

市
役
所
で
働
く
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
ー
を
な
く
す
た
め
に
、
非
正
規

職
員
の
処
遇
改
善
を
く
り
か
え
し

要
求
。
臨
時
保
育
士
に
二
ヶ
月
分

の
一
時
金
支
給
と
定
期
昇
給
、
日

給
制
か
ら
月
給
制
に
処
遇
を
改
善
。

雇
用
対
策
で
は
、
失
業
者
へ
の

融
資
制
度
や
緊
急
雇
用
対
策
、
労

働
相
談
窓
口
の
設
置
、
入
札
制
度

の
改
善
に
よ
る
市
内
業
者
の
育
成

と
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
な

ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

市
立
病
院
の
縮
小
・
廃
止
案
を
白
紙
に
戻
さ
せ
、

経
営
改
善
に
む
け
て
検
討
。
保
育
所
の
民
営
化
、

学
校
給
食
の
民
間
委
託
に
待
っ
た
を
か
け
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
導
入
で
、
人
間
ド
ッ
ク
・

保
養
所
助
成
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
高
齢
者
に
助

成
制
度
を
復
活
。
双
柳
学
童
保
育
所
の
建
て
替
え
。

市
独
自
の
年
金
相
談
の
実
施
。
年
度
途
中
で
も
障

害
者
の
ガ
ソ
リ
ン
券
が
利
用
可
能
に
。

全
く
見
通
し
が
つ
か
な
い
岩
沢
北
部
・

南
部
の
区
画
整
理
事
業
の
見
直
し
を
一

貫
し
て
主
張
。
現
道
を
生
か
し
、
下
水

道
整
備
を
優
先
し
た
事
業
に
。
歩
道
の

段
差
解
消
や
市
道
の
拡
幅
・
改
良
、
信

号
機
の
設
置
な
ど
身
近
な
交
通
安
全
対

策
を
推
進
。

●子ども医療費無料化を小学校卒業まで拡大します。

●国保証、後期高齢者医療保険証の取り上げをやめさせます。

●国保税・介護保険料の引き下げと減免制度をつくります。

●市立病院の入院ベッドを存続し、地域医療を充実させます。

●高齢者・障害者施策を充実します。

●巡回バス、送迎システムなどで「足の確保」を図ります。

●歩道、自転車道の整備で交通安全対策をすすめます。

●農林業振興と地球温暖化対策など環境対策をすすめます。

●融資枠の拡大と金利引き下げ、
返済期間の延長

●勤労者住宅資金限度額増額と

リフォームも対象に。
●公共事業に物価スライド

●臨時保育士に一時金支給と昇

給制度､賃金を日額から月額

制に

●労働相談の実施

●入札制度に総合評価を導入

●７５歳以上高齢者の人間ドック、

保養所利用に助成 実現

●妊婦の無料健診を２回から５回に

●障害者自立支援法による負担増に

軽減措置

景気
雇用

融
資
制
度
を
改
善

融
資
枠
を縮

小
・
廃
止
は
許
さ
な
い

増
や
す
な
ど

な
く
せ

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

市
立

区
画
整
理

事
業
を

仕事
確保

福祉
医療

街づ
くり

病
院

ハッピースマイル閉鎖
ハッピースマイル駅前保育園
が突然閉鎖。保育は儲け主義
にはなじみません。保育所の
民営化に反対します。

日本共産党は市民アンケートを実施し、

多くのご意見、ご要望をいただきました。

主な回答では、飯能市政に不満６１％、生

活が苦しい６５％にも。

市政に望むものは高齢者福祉の充実６１

％、子ども医療費の年齢拡大５０％となっ

ています。日本共産党は市民要求の実現め

ざして全力でがんばります。

臨
時
保
育
士
の
処
遇
改
善

景気対策で緊急の申し入れ

現
状
に
あ
わ
せ
見
直
す

開発負担金１億５千万円を
西武鉄道に負担させる

西武や公団の開発に開発指導要
綱の適用を求めてきましたが、そ
の提案が市と西武を動かし、西武
は下水道、学校整備等に必要な経
費として１億５千万円を寄付。


